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去
る
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
11

月
17
日
に
執
行
さ
れ
た
雲
南
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
で
、
多
く
の
皆
様
か

ら
ご
支
援
、
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、

雲
南
市
議
会
議
員
と
し
て
議
会
に
送

り
だ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
皆
様
に
寄

り
添
い
、
又
、
皆
様
の
声
を
市
政
に

届
け
、
雲
南
市
の
持
続
的
発
展
、
又
、

「
笑
顔
輝
く　

幸
せ
な
雲
南
」
と
な

る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
指
導

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
私
は
、
次
の
公
約
を
掲
げ
て
、

選
挙
戦
を
戦
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

①
農
林
業
振
興

・
も
う
け
る
農
業
、
楽
し
む
農
業
の

推
進

・
鳥
獣
害
対
策
の
再
構
築

・
山
林
の
有
効
利
用
、
整
備
の
推
進

・
生
活
者
を
意
識
し
た
農
林
業
の
推

進
②
産
業
振
興

・
地
場
の
商
工
業
の
活
性
化
推
進

・
事
業
承
継
問
題
の
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み

・
誘
致
企
業
の
招
致
の
推
進

・
安
定
し
た
雇
用
の
確
保

③
多
様
な
人
財
の
確
保

・
Ⅰ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
人
財
確
保

の
推
進　

・
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

・
外
国
人
も
生
活
し
や
す
い
環
境
の

整
備

④
教
育
振
興

・
都
市
部
に
劣
ら
な
い
教
育
環
境
の

整
備

・
子
供
た
ち
の
多
様
な
能
力
を
生
か

す
教
育
の
推
進

・
不
登
校
問
題
解
決
へ
の
取
り
組
み

⑤
福
祉
の
充
実

・
障
が
い
者
の
生
活
し
や
す
い
環
境

の
整
備　

・
高
齢
者
が
生
き
生
き
暮
ら
せ
る
環

境
の
整
備　

・
介
護
環
境
整
備
に
よ
る
福
祉
の
充

実
⑥
安
全
安
心
な
環
境
整
備

・
地
域
医
療
の
充
実

・
周
辺
の
高
度
医
療
機
関
と
の
連
携

強
化

・
災
害
に
強
い
環
境
の
整
備

・
災
害
復
旧
体
制
の
整
備

⑦
自
然
保
護
の
推
進

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
さ
く
ら
等
に
象
徴

さ
れ
る
自
然
と
人
が
共
生
で
き
る

社
会
の
構
築

・
多
様
な
生
き
物
が
暮
ら
せ
る
環
境

整
備

・
脱
炭
素
社
会
推
進
へ
の
取
り
組
み

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
議
員
活
動
を
通

じ
て
、
一
つ
一
つ
、
こ
れ
ら
の
公
約

を
実
現
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
11
月

28
日
に
令
和
６
年
度
第
２
回
臨

時
会
が
開
か
れ
、
議
長
、
副
議

長
の
選
挙
、
常
任
委
員
の
選
任
、

特
別
委
員
会
の
設
置
と
委
員
の

選
任
、
令
和
６
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
専

決
処
分
の
承
認
等
の
議
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
産
業
建
設
常
任
委
員

（
産
業
観
光
部
・
上
下
水
道
局
・

農
林
振
興
部
・
建
設
部
・
農
業
委

員
会
所
管
）
に
選
任
さ
れ
、
そ

の
副
委
員
長
に
就
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
、
農

業
及
び
、
会
社
経
営
の
経
験
を

生
か
し
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
、
議
会
広
報
広
聴
特
別
委

員
会
（
議
会
の
広
報
・
広
聴
に
関

す
る
調
査
研
究
）、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
（
予
算
案
に
つ
い
て
審

査
）、
雲
南
広
域
連
合
議
会
議
員

（
介
護
保
険
・
下
水
道
・
消
防
等
）

に
選
任
、
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
令
和
６
年
度
雲
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
専

決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
令

和
６
年
10
月
に
行
わ
れ
た
衆
議

院
議
員
選
挙
費
用
と
し
て
、
４
，

３
０
０
万
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額

３
５
１
億
８
９
０
０
万
円
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

— 議 — 会 — 報 — 告 —

産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
所
属 
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令
和
６
年
度
雲
南
市
議
会
定
例
会

が
、
12
月
９
日
か
ら
15
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
施
政
方

針
、
一
般
質
問
の
他
、
条
例
７
件
、

一
般
事
件
50
件
、
令
和
６
年
度
補
正

予
算
11
件
、
報
告
１
件
、
陳
情
１
件

が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
原
案
通
り
可
決
・
承
認
・
採
択

し
ま
し
た
。

　
　

鳥
獣
被
害
対
策
に
は
総
合
的
な

対
策
が
必
要
で
、
そ
の
１
つ
の
、
捕

獲
対
策
に
つ
い
て
、
特
に
イ
ノ
シ
シ

に
つ
い
て
は
、
年
間
何
頭
ぐ
ら
い
が

必
要
か
。
ま
た
、
サ
ル
被
害
が
多
く

な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
策
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。
侵
入
防
止
対
策
等
は
、

自
己
流
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
効
果
が
あ
ま
り
充
分
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
積
極
的
な
、教
育
訓
練
、

研
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。
国
の
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
事
業

が
あ
る
が
、
充
分
利
用
し
て
い
る
か
。

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

に
専
門
家
が
い
る
が
、
そ
こ
と
の
連

携
は
、
ど
う
し
て
い
る
か
。

　
　

鳥
獣
被
害
対
策
の
３
本
柱
で
あ

る
、
個
体
群
管
理
、
侵
入
防
止
対
策
、

生
息
環
境
管
理
に
つ
い
て
様
々
な
対

策
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
に
つ
い
て
は
、
年
間
２
千
頭
位
が

適
正
と
考
え
て
い
る
。
サ
ル
対
策
に

つ
い
て
は
、
侵
入
防
止
対
策
や
捕
獲
、

追
い
払
い
な
ど
行
っ
て
い
る
が
、
大

問答

変
苦
慮
し
て
い

る
。
研
修
、
学

習
会
等
は
、
地

域
等
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
る

が
、
よ
り
積
極

的
に
行
っ
て
い

く
。
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
充

分
利
用
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
は
、
鹿
に
つ
い
て
は
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
、
も
っ
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
対
策
を
打
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

使
用
目
的
の
な
い
空
き
家
は
、

令
和
５
年
の
数
値
で
、
１
６
６
０
戸

と
な
っ
て
お
り
、
推
計
値
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
る
。
連
坦
地
と

農
村
部
、
山
間
部
の
傾
向
と
対
策
及

び
、
重
点
区
域
の
対
策
、
空
き
家
発

生
抑
制
対
策
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
に
よ
り
、

全
戸
に
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
啓
発

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

又
、
空
き
家
の
中
の
片
付
け
に
つ
い

て
、
も
っ
と
積
極
的
な
対
策
が
打
て

な
い
か
。

　
　

連
坦
地
や
山
間
部
と
い
っ
た
立

地
を
区
分
し
た
分
析
は
行
っ
て
い
な

い
。
重
点
区
域
は
設
け
て
い
な
い
。

空
き
家
の
所
有
者
に
適
切
な
対
応
を

お
願
い
し
て
い
る
。
空
き
家
の
所
有

者
に
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
送
付

問答

し
て
い
る
。
納

税
通
知
書
と
一

緒
に
送
付
す
る

こ
と
に
つ
い
て

は
、
内
部
で
協

議
す
る
。
空
き

家
の
片
付
け
に

つ
い
て
は
、
新
年
度
予
算
で
方
策
を

考
え
る
。

　
　

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
定
着
で
き
る
環

境
を
広
げ
て
ゆ
く
事
が
重
要
。
そ
の

対
策
は
。
今
あ
る
4
塔
の
巣
塔
を
、

民
有
地
も
含
め
、
さ
ら
な
る
設
置
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
市
民
へ

の
情
報
発
信
が
も
っ
と
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
い
う

自
然
の
資
産
を
利
用
し
て
、
経
済
効

果
を
も
っ
と
上
げ
る
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
着
実
に
取
り

組
み
を
進
め
る
。
生
息
し
や
す
い
環

境
を
作
る
た
め
、
田
ん
ぼ
の
作
り
方

や
、
ビ
オ
ト
ー
プ
も
含
め
て
取
り
組

ん
で
ゆ
く
。
巣
塔
に
つ
い
て
は
、
民

有
地
も
含
め
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
。
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
学
習

会
等
積
極
的

に
取
り
組
ん

で
い
く
。
経

済
効
果
は
、

少
し
時
間
が

問答

か
か
る
が
、
徐
々
に
生
み
出
し
て
い

き
た
い
。

　

最
後
に

　

「
や
っ
て
る
感
で
は
な
く
、
結
果

を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
強
く

要
請
し
ま
し
た
。

　

約
40
年
間
続
け
て
き
た
養
鶏
経

営
か
ら
引
退
し
、
新
た
な
世
界
に

踏
み
出
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初

め
て
、
穏
や
か
な
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
１

年
が
経
過
し
、
夏
の
猛
暑
、
短
い

秋
、
こ
の
冬
は
東
日
本
で
豪
雪
被

害
も
出
て
い
ま
す
。
異
常
気
象
や

数
々
の
災
害
を
想
定
外
で
は
な

く
、
想
定
内
と
し
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
の
世
代
に
、
幸
せ
な
世
界
を

作
っ
て
い
く
上
で
も
、
現
在
の
政

治
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
幸
せ
な
社
会
が

作
れ
る
様
、
皆
様
と
一
緒
に
、
自

主
自
立
の
精
神
を
も
っ
て
、
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

廣
野　

祐
二

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

質 問
1

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質 問
2

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の

　
　
　
共
生
に
つ
い
て

質 問
3

編
集
後
記

広 野 ゆ う じ の

一 般 質 問

令和６年度　一般会計　補正予算（第４号）　

令和6年度　一般会計　補正予算（第5号）

補正額　15億6,900万円増額　　補正後総額　367億5,800万円

補正額　1億9,154万円　　　　　補正後総額　369億4,954万円

主な補正予算

陳　　　　情

公園施設整備事業　6,573万円（公園施設の修繕、解体等）
地域総合整備貸付金事業　11億4,000万円（ホテル建設支援）
大東高等学校特別支援事業　418万円（寄宿舎整備）
生活基盤施設耐震化等交付金事業　3,300万円（上水道耐震化）

「さくらおろち湖湖畔道路歩道の整備に関する陳情」

雲
南
市
議
会
定
例
会

令
和
６
年
度

一般質問
アーカイブ


